
 関東甲信越地域の気象資源とソルガム新品種を活用した 
 省力多収飼料作物栽培技術の開発 

〔研究タイプ〕 
 現場ニーズ対応型A 
〔研究期間〕 
平成２５年～２７年 
    （３年間） 

25067C 

分  野 適応地域 

畜産－飼料 

 近年の国際的な穀物価格の上昇は、我が国の畜産経営を大きく圧迫しており、畜産経営を安定さ

せるためには、自給飼料の増産が不可欠である。本研究では、関東甲信越地域を対象とし、①スー

ダン型ソルガム新品種「涼風」を活用した、中山間地個別農家向けの省力的で獣害回避可能な飼

料生産技術、及び②スーダン型ソルガム新系統「東山交30号」を活用したコントラクター
＊
向けの省

力的なトウモロコシ・ソルガム混播２回刈り栽培体系を開発し、その導入適地を明らかにする。

                                             ＊：作業受託組織 

① ソルガム｢涼風｣及び｢東山交30号｣について合計９か所の生産圃場において現地試験を行い、普及のため
の実証展示を行った（平成27年度）。 

② 中山間高標高地向けのソルガム「涼風」・イタリアンライグラス「優春」連続栽培及び収穫・調製マニュアル
（長野県版）を28年３月に策定予定。また、28年度に関東甲信越版の技術解説パンフを作成予定。 

① ソルガム「涼風」とイタリアンライグラスを組み合わせた年３回刈り栽培体系は、中山間高標高地等の獣害 
回避のための慣行栽培（ソルゴー型ソルガム年１作）よりも年間TDN収量が３割以上向上することを明らか
にするとともに、現地試験により、クマによる獣害が発生しないことを確認した。 

② ソルガム「東山交30号」とトウモロコシの混播２回刈り栽培体系は、慣行二毛作（トウモロコシ－イタリアンラ
イグラス）に比較し、年間TDN収量が同等以上で、10a当たりの年間作業時間が約３割短縮されることを明ら
かにした。 

③ 開発対象とする２つの栽培体系について、有効積算温度を指標とする適地判定指標を作成するとともに、 
関東甲信越地域の適地判定マップを作成した。 

④ 営農圃場における実証試験により、｢涼風｣を用いた年３回刈り主体の自給飼料生産を行うことで酪農経営
における所得の向上が可能になることや、｢東山交30号｣を用いた混播２回刈り栽培体系により、従来のソル
ガム品種を用いた場合よりも生産コストの低減が可能になることを明らかにした。 

〔研究グループ〕 
農研機構畜産草地研究所、近畿中国四国農業研究センター、 
長野県畜産試験場、群馬県畜産試験場、 
新潟県農業総合研究所畜産研究センター、 
茨城県畜産センター、神奈川県畜産技術センター 
〔研究総括者〕 
農研機構畜産草地研究所 菅野 勉 

① ソルガム「涼風」を用いた獣害回避型の栽培体系及び｢東山交30号｣用いた省力的栽培体系の普及により、
自給飼料の安定供給と飼料生産コストの低減が可能になる。 

② 畜産物生産コストの低減により畜産物の安定供給が可能になり、我が国の豊かな食生活の実現に貢献でき
る。 

関東 
北陸 
東海 

農林水産業・食品産業科学技術研究推進事業（実用技術開発ステージ）/研究紹介２０１６ 

１ 研究の背景・目的・目標 

２ 研究の内容・主要な成果 

３ 開発した技術･成果の実用化・普及の実績及び取り組み状況 

４ 開発した技術・成果が普及することによる国民生活への貢献 

公表した主な特許・品種・論文 
①浅井貴之他．ソルガム類を活用した中山間地向け高品質飼料生産技術． 日本草地学会誌61(3)，184-193 

②折原健太郎他．ソルガム類を活用したコントラクター等に適した省力的多収飼料生産技術． 日本草地学会誌61(3)，
194-201 

③菅野勉他．ソルガム類を活用した多収作付体系の関東甲信越地域における導入適地． 日本草地学会誌61(3)，
202-207 

キーワード ソルガム、飼料用トウモロコシ、牛、獣害、コントラクター 
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｢高糖分ソルゴーDH｣を用いた
混播２回刈り

｢東山交30号｣を用いた混播２回刈り

飼料生産コスト（円/乾物kg）

栽培面積（ha）

21.4円

23.3円

都府県における酪農家一戸当たり
飼料作物栽培面積（7ha）

サイロ調製費用、サイロからの取り出し
作業の負担費用は含まない。

問い合わせ先：農研機構 畜産研究部門（那須研究拠点） TEL 0287-36-0111 

（25067C）関東甲信越地域の気象資源とソルガム新品種を活用した 
      省力多収飼料作物栽培技術の開発 

ソルガム新品種「涼風」を活用した中山間地個別農家向けの省力的で獣害を軽減可能な年３回刈り

栽培技術、及びソルガム新系統「東山交30号」を活用したコントラクター
＊
向けの省力的なトウモロコ

シ・ソルガム混播２回刈り栽培を確立する。          ＊：作業受託組織 

 

ソルガム「涼風」とイタリアンライグラスを組み合わせた年３回刈り栽培体系を確立した 

研究の達成目標 

ソルガム新系統「東山交30号」とトウモロコシの混播２回刈り栽培体系を確立した 

両栽培体系の導入適地地図を作成した 

主要な成果 

｢東山交30号｣＋ 
トウモロコシ混播 

｢東山交30号｣を用いることで、
従来のソルガム品種を用いた
混播２回刈りよりも生産コストの
低減が可能（茨城県小美玉市） 

現地実証試験で経営評価 

○獣害回避型の栽培体系やコントラクター等に適した省力的栽培体系の普及により自給飼料
の安定供給と飼料生産コストの低減が可能になる。 

○畜産物生産コストの低減により畜産物の安定供給が可能になり、我が国の豊かな食生活の
実現に貢献できる。 

○長野県（伊那市）、茨城県（小美玉市）、群馬県（太田市、みなかみ市）、新潟県（村上市、新発
田市、長岡市、阿賀町）、栃木県（那須塩原市）の９か所において現地実証試験を実施した。 

○「涼風」の栽培マニュアル（長野県版）を作成した。関東甲信越版の栽培マニュアルを平成28年
度に作成、公開を予定。 

実用化・普及の実績及び取り組み状況 

国民生活への貢献 

｢東山交30号｣を用いた混
播２回刈り栽培の導入適
地は赤の地帯。 

｢涼風｣を用いた年３回刈
り栽培の導入適地は図
中の緑及び赤の地帯。 

トウモロコシ 
  単播 

ソルガム「涼風」 

「涼風」の圃場ではクマが出没

しても獣害被害を受けない。 

自給飼料生産を｢涼風｣を用いた年３
回刈り主体に変えることで機械費の
低減等によりTDN1kg当たりコストが
低減し、所得が向上（長野県伊那市） 

地域（試験地）        個別農家向けの新しい栽培体系 
中山間高標高地 
（長野県畜産試験場） 

中山間温暖地 
（群馬県畜産試験場） 

中山間積雪地 
（新潟県農総研畜産センター） 

従来の獣害回避型の飼料作付け（ソルゴー型ソルガム年１作）に比較し、年間TDN収量30%以上向上を達成した。
年間の10a当たり延べ作業時間は同等で、労働時間１時間当たりの乾物収量の労働生産性は35％高い。 

地域（試験地）         コントラクター向けの新しい栽培体系 
 
関東北部 
（茨城県畜産センター） 
 

      

関東南部 
（神奈川県畜産センター） 
 

混播２回刈り栽培は春の１回の播種で夏
・秋２回の収穫が可能な省力栽培。 

 「東山交30号」を用いた混播２回刈り栽
培では、１番刈りが８月上旬と従来の混
播栽培より２週間早く、作期分散が可能。 

慣行のトウモロコシ－イタリアンライグラス二毛作に比較し、年間TDN収量が同等以上で、10a当たり労働時間を35%短縮可能。 

0
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トウモロコシ
主体

年３回刈り
主体

TDN1kg当たり生産コスト（円/kg）

77
91 15%減

「涼風」は短い作期で２回刈り可能で、 
冬作イタリアンライグラスと組み合わせる
ことで、年間多収を得ることができる。 

月 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

作

期

イタリアンライグラス ソルガム｢涼風｣ イタリアンライグラス

乾物収量 0.9 t/10a
TDN収量 0.5 t/10a

１番草
乾物収量 1.0 t/10a
TDN収量 0.6 t/10a

２番草
乾物収量 0.6 t/10a
TDN収量 0.4 t/10a

年間合計
乾物収量 2.5 t/10a
TDN収量 1.5 t/10a

●播種、▲収穫

数値は３試験地の
３か年平均

月 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

作

期

播種 １番刈り
乾物収量 2.0 t/10a
TDN収量 1.2 t/10a

２番刈り
乾物収量1.0 t/10a
TDN収量 0.6 t/10a

年間合計
乾物収量 3.0 t/10a
TDN収量 1.8 t/10a

ソルガム｢東山交30号｣＋トウモロコシ極早生品種

●播種、▲収穫、 数値は２試験地の２か年平均
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